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ルパス (cp) を導入したの・で. j持者の!可時議入の有m性を検討する.














かったが， 1日あたり点数は 4876/6318とDPC十 CP群で有窓;に増加
した.
おき鈎}jiJ時導入により従糸の安全性を保ちながら診療内容の合烈イヒ
と標準化を達成し.DPι別忽括評価での診療点数は出来高評髄の水準
;こ{またれた.
